
事業再評価

－住宅市街地基盤整備事業（街路事業）－

四街道都市計画道路３・４・２０号

物井１号線

　　　　　　　四街道市



１四街道市の位置図

千葉市より北東８ｋｍに位置
面積：３４.７ｋ㎡
人口：約８６,０００人
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２事業実施箇所

四街道駅

物井１号線（整備中）

周辺の狭隘道路

四街道IC

東関東自動車道

市役所

物井駅

物井１号線

物井特定土地区画整理事業区域

千葉市から北東に１０ｋｍ
鉄道で約１２分



３－１物井１号線の概要

東 関 東 自 動 車 道
JR 総 武 本 線

県道佐倉停車場千代田線
主要地方道千葉・臼井･印西線

 JR 物 井 駅

四街道市

佐倉市

至　佐倉

至　千葉

総延長：２，９７０ｍ
市事業区間：９３０ｍ
都市再生機構事業区間：２，０４０ｍ

都市再生機構
施行分

市施行分

物井特定土地区画整理事業

千代田公民館

計画戸数：２,８００戸
供給済戸数：４０７戸
供給率：１４．５％

事業年度：平成４年度～
平成２５年度

入居年度：平成１３年度～
平成２５年度



道路規格：第４種第３級
設計速度：４０ｋｍ／ｈ
全体事業費：９４７百万円

自転車歩行者道
（植樹桝） 車 道停車帯

３－２物井1号線の概要

物井１号線整備状況



３－３物井１号線の概要

平成６年度 事業化
平成７年度 用地買収着手
平成１６年度 工事着手
平成２０年度 全線完成予定

・事業費 ９．４７億円
・残事業費 ２．３６億円
・事業進捗率 ７５．１％
・用地取得（面積） １００．０％

物井特定土地区画整理事業
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Ｌ＝９３０ｍ

幅員 １５～１８ｍ

既存市街地



４長期化の理由と今後の進め方

【今後の進め方】
・平成２０年８月に合意に至り、用地買収完了
。
引き続き工事完成を目指す。

【長期化の理由】
・用地取得の難航により事業期間が長期化。



５－１便益の考え方（便益の評価対象路線）

物井１号線ルート

市施行区間

市施行箇所は区画整理区域内部分と結ぶことにより効果が発現

（都市再生機構施行部分と同時供用）

便益の対象延長は、物井１号線全延長とする



５－２費用便益

費用便益分析の結果（事業全体）

① 費 用

事 業 費 維持管理費 合 計

基 準 年 平成２０年度

単純合計 36.37億円 0.57億円 36.94億円

基準年における
現在価値 (Ｃ)

45.20億円 0.28億円 45.48億円

② 便 益
走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合 計

基 準 年 平成２０年度

供 用 年 平成２１年度

単年便益
（初年便益）

3.37億円 0.16億円 0.03億円 3.56億円

基準年における
現在価値 (Ｂ)

69.13億円 3.28億円 0.58億円 72.99億円

③ 結 果

費用便益比 1.60



整備なし 整備あり
交通量 95百台 54百台
旅行速度 32.6km/h 45.0km/h

整備なし 整備あり
交通量 47百台 21百台
旅行速度 25.3km/h 27.8km/h

整備なし 整備あり
交通量 40百台 1百台
旅行速度 16km/h 20km/h

整備なし 整備あり
交通量 22百台 1百台
旅行速度 18.1km/h 20km/h

整備なし 整備あり
交通量 48百台 1百台
旅行速度 14.7km/h 20km/h

整備なし 整備あり
交通量 － 64百台
旅行速度 － 42.2km/h

整備なし 整備あり
交通量 － 48百台
旅行速度 － 42.3km/h

整備なし 整備あり

交通量 － 14百台

旅行速度 － 47.9km/h

物井１号線

競合路線

物井駅前線

物井２号線

物井３号線

整備なし 整備あり
交通量 190百台 164百台
旅行速度 47.1km/h 55.0km/h

県道佐倉停車場千代田線

物井駅前線

物井１号線

物井１号線
５－３便益の考え方



６－１事業の必要性

物井特定土地区画整理事業
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【事業の必要性】

・大幅な利用者の増大となるＪＲ物井駅と区画整理事業区域
を結ぶ本路線は必要不可欠な施設である。

・全区間供用開始に向けて、区画整理事業と一体整備が必要
である。

市施行分

都市再生機構
施行分

既存市街地

計画人口：１万人



６－２整備効果

③整備済路線と環状道
路を形成することで、避
難路の機能を高める。

①小学校までの安全・安
心な通学路として必要

計画路線

整備済路線

避難路

公園

公園

JR物井駅

文

④計画道路を利用した
防災空間としての役割の
確保

②物井駅までのアクセス
道路として重要
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６－３整備効果

物井地区の交通の円滑化及び安全性を高める。

周辺の狭隘道路 物井１号線（整備中）

①歩行者空間の確保

②ゆとりある車道空間の確保

歩道なし

車道幅員３ｍ

歩道幅員３．５ｍ（両側）

車道幅員片側３ｍ＋停車帯１.５ｍ

３ｍ ３ｍ ３ｍ １.５ｍ１.５ｍ

３.５ｍ
３.５ｍ



７対応方針

【理由】

早期供用開始に向けて、引き続き補助事業
として、本事業の継続を図りたい。

・区画整理事業と関連事業であり、全
区間平成２４年供用開始に向けて、区
画整理事業と一体整備が必要である。
・平成２０年８月に用地買収が完了して
おり、住民より１日も早い供用開始が
望まれている。


